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別記（斑点米カメムシ防除作業に関わる農業支援サービス事業者） 殿 

 

農林水産省消費・安全局植物防疫課長  

 

 

   斑点米カメムシ類の多発に係る防除作業の円滑な調整及び提供について 

 

 平素より、農林水産施策の推進に御理解及び御協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

 先般、７月 31 日に農林水産省渇水・高温対策本部が開催され、小泉農林水産大臣より、「８月

は高温や斑点米カメムシ類による被害防止に向け重要な時期であり、地方公共団体等とも連携し

て、被害防止に向けた技術指導や防除の徹底を図る」よう指示があったところです。 

 高温が続いた昨年においても、斑点米カメムシ類に関する注意報発表件数（31道府県から延べ

39件）は過去 10年間で最多となり、米の等級の格下げが全国で確認されたほか、イネカメムシに

よる減収被害が生じた地域も報告されています。 

こうした中、本年においても、７月末までに 29 道府県から延べ 36 件の発生予察注意報が発表

されています。本年７月 22 に発表された気象庁の３か月（８月～10月）予報でも、引き続き全国

的に平均気温が高いことが見込まれていることに加え、梅雨時期以降、少雨傾向が続いているた

め、斑点米カメムシ類が活発に活動し、被害が増加するおそれがあると考えています。 

本年も既に斑点米カメムシ類の防除適期（出穂期～登熟期）における農薬散布等の実施が呼び

かけられていますが、一部の都道府県では、追加の薬剤散布に係る防除指導も検討されています。 

 つきましては、本年の斑点米カメムシ類による被害を防止するとともに、円滑に防除を実施で

きるよう環境を整える必要があることから、下記の内容について御協力いただきますようお願い

いたします。 

 

記 

 
１．農業者又は地域の JA 等の要望に応じて防除作業代行に係る農業支援サービスが提供されるよ

う、必要に応じて都道府県等の関係者からの依頼に基づき、斑点米カメムシ類の防除に必要な無

人ヘリコプターやドローンの効果的な運用に特段の御配慮をお願いします。 
 
２．御社のみで農業者又は地域の JA 等の要望に応じることが困難な場合には、必要に応じて各社

間での防除作業の融通や調整を依頼する場合がありますので、御協力をお願いします。 
 
３．このほか、当課から、防除作業代行に係る農業支援サービスの提供状況に関して情報提供を

お願いする場合がありますので、御協力をお願いします。 


